
明治 29 年に清水店（現在の清水建設株式会社）によっ
て建てられた旧本庄商業銀行煉瓦倉庫は、平成 23 年
まで煉瓦造りの洋菓子店（ローヤル洋菓子店）として
親しまれてきました。本庄市では、建物を有効に利活
用していくために、庁内で検討を重ね、大きな方針が
固まりつつあります。

今回の意見交換会では、市が検討した建物の耐震改修
方針等の報告と、施設の運営方法に関する意見交換を
行います。みなさんのお越しをお待ちしています。会場｜本庄市役所６階大会議室 /本庄市本庄 3‒5‒3

２０１４年 ［日］
（14:00～16:30　開場 13:30）
２ ９月 日

『利活用と運営方法を考えよう』
旧本庄商業銀行煉瓦倉庫の

意見交換会

主催｜本庄市



意見交換会会場

2013 年 6 月 1 日 
6 月 2 日 

一般公開と企画展示

　「旧本庄商業銀行煉瓦倉庫と本庄のあゆみ」

意見交換会

旧本庄商業銀行煉瓦倉庫の利活用と運営方法を考えよう

　本庄市では、2013年 6月 2日のシンポジウム、アンケート調査などを
もとに庁内で検討を重ね、旧本庄商業銀行煉瓦倉庫の活用に向けた大きな
方針が固まりつつあります。しかし、施設のスペースの多くは、市民の利
用を想定したものであり、利活用にあたっては市民の想像力と積極的な参
画が不可欠です。
　そこで、市民が主体となった活発な利活用に向けて、広く市民の参加を
集い、意見交換会を開催します。当日は、本庄市各課より庁内での検討結果、
および基本設計の概要等の報告を行うとともに、市民の皆様より活用に向
けた提案をしていただきます。さらに、施設の管理運営体制のあり方など
についても議論を深めていくことを目指していきます。

開会挨拶

基調報告　

⑴ 『利活用に向けた検討経過、基本設計概要』

⑴ 『本庄の歴史に触れて活かす拠点』

⑵ 『本庄の町衆が集う情報の発信拠点』

⑶ 『本庄の食を育み提供する拠点』

⑷ 『本庄市民が笑顔になる拠点』

⑸ 『本庄の芸術文化を受け継ぐ拠点』
棚澤寛（本庄第一高校講師）

金子弘行（株式会社ディーアイケイ）

黒柳裕司（珈琲工房　kuroyanagi）

倉林律雄（本庄ファンクラブ）

高橋雄介（You-SuKe）+佐藤智宏（商工会議所青年部）

会場からの提案の紹介 /意見交換　

⑵ 『文化財としての煉瓦倉庫の可能性』

⑶ 『中心市街地活性化基本計画における煉瓦倉庫』

  会　　　場｜本庄市役所6階大会議室 /本庄市本庄3‒5‒3
コーディネート｜佐藤宏亮（早稲田大学）

2014年 2月 9日［日］

１４：００

１４：１０

市民代表提案　１４：４０

１５：３０

１６：２０
（ 1 ６： ３ ０　終 了 予 定 ）

総括 /閉会挨拶

休憩

旧本庄商業銀行煉瓦倉庫の活用に向けたあゆみ

（14:00～16:30　開場 13:30）

本庄市企画課　

本庄市文化財保護課　

本庄市拠点整備推進課

本庄市　

本庄市　

シンポジウム　

　「旧本庄商業銀行煉瓦倉庫の保存・活用を考える」 2013 年 6 月 2 日 

主催｜本庄市

主催｜本庄市

公開ワークショップ

　「旧本庄商業銀行煉瓦倉庫の利活用を考える！」 2013 年 11 月 23 日 

主催｜本庄煉瓦倉庫の利活用を考える市民の会

１５：１０ 学生有志提案　
『市民が主体となる施設運営の可能性』


